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通期業績予想の修正、剰余金の配当及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 当社は、2022年２月８日に公表した 2022年 12月期（2022年 1月 1日～2022年 12月 31日）の

通期業績予想及び期末配当予想を下記のとおり修正することとしましたので、お知らせします。 

 また、2022 年７月 28 日開催の取締役会において、2022 年 6 月 30 日を基準日とする剰余金の配

当（中間配当）を下記のとおり決議しましたのでお知らせいたします。 

記 

1． 2022年 12月期（2022年１月１日～2022年 12月 31日）通期連結業績予想数値の修正

売上高 営業利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (Ａ) 

百万円 

55,500 

百万円 

10,500 

百万円

7,350 

円 銭

83.03 

今回修正予想 (Ｂ) 55,500 12,000 8,500 96.01 

増減額 (Ｂ－Ａ) - 1,500 1,150 － 

増減率 (％) - ＋14.3 ＋15.6 － 

(ご参考)前期実績 

(2021年12月期) 
48,698 9,000 6,369 71.97 

修正の理由 

企業のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）や業務改革、新たなデジタルサービス開発

といったＩＴを通じた経営改革への取り組みが旺盛な事業環境のもと、ＩＴコンサルティング

＆サービス事業においては、多種多様な顧客から戦略的な案件を獲得したことに加え、中長期

的な成長に資する大型プロジェクトが順調に進行した結果、実績が予想を上回りました。一方、

ビジネスイノベーション事業においては、ＥＣビジネスにおいて商品の入荷遅延や主力商品の

販売において競争が激化したことなどから、実績が予想を下回りました。 
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これらの結果、上期の連結売上高の実績は当初の予想並みとなったものの、連結営業利益以

下の実績においては、ＩＴコンサルティング＆サービス事業の業績が寄与し、当初の予想を上

回る結果となりました。 

上期の実績、足元の事業環境の動向、下期における人材投資及び研究開発計画等を踏まえ、下

期の業績見通しを精査した結果、通期連結業績予想を見直し、連結売上高は当初予想から据え

置き、連結営業利益以下は当初予想から上方修正することといたしました。 

 

2． 剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正 

（1）剰余金の配当（中間配当） 

 
決定額 

直近の配当予想 
（2022 年２月８日公表） 

前期実績 
（2021 年 12 月期第 2 四半期） 

基準日 2022年６月 30日 同左 2021年６月 30日 

1株当たり配当金 

（株式分割後換算） 

17 円 

 

15 円 

 

23 円 

（11円 50銭） 

配当金の総額 1,505百万円 － 1,018百万円 

効力発生日 2022年９月 16日 － 2021年９月 17日 

配当原資 利益剰余金  利益剰余金 

（注）当社は、2022年１月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割

を行っており、2021 年 12 月期の第２四半期実績につきましては、当該株式分割前の実際の配

当金の金額を記載しております。なお、参考として株式分割後換算の１株当たり配当金の前期

実績を表中のカッコ内に記載しております。 

（2）期末配当予想の修正 

基準日 
1株当たり配当金 

第２四半期末 期末 年間 

前回予想 
（2022 年２月８日） 

― 15 円 00 銭 32 円 00 銭 

今回修正予想 ― 17 円 00 銭 34 円 00 銭 

当期実績 17 円 00 銭 ― ― 

前期実績（2021年12月期） 

（株式分割後換算） 

 23 円 00 銭 

(11 円 50 銭) 

28 円 00 銭 

(14 円 00 銭) 

51 円 00 銭 

(25 円 50 銭) 

（注）当社は、2022年１月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割

を行っており、2021 年 12 月期実績につきましては、当該株式分割前の実際の配当金の金額を

記載しております。なお、参考として株式分割後換算の１株当たり配当金の前期実績を表中の

カッコ内に記載しております。 

修正の理由 

 当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題として位置付け、持続的な成長を続ける

ための内部留保資金を確保しつつ、期間損益、キャッシュ・フローの状況等も総合的に勘案して

配当を決定しております。また、配当性向の目安に関しては、連結業績における配当性向を 35％

以上とする方針としております。 
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 今回の業績予想の修正を踏まえ、2022 年２月８日に公表しました 2022 年 12 月期の期末配当

予想を上記のとおり修正（増配）いたします。  

 

※ 上記の予想は、現時点で得られた入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以上 

 

●本件に関するお問い合わせ先： 

    フューチャー株式会社 松下恭和 

直通 Tel： 03-5740-5724 電子メール：ir@future.co.jp 


